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　明けましておめでとうございます。民生委員・児童委員の皆様には、健やかに平成30年の新春をお

迎えのこととお喜び申し上げます。

　昨年は、花咲徳栄高校が夏の甲子園で県勢初の優勝を成し遂げました。

　本県も元気です。人口増加率は全国3位、平成15年からの名目GDPの増加額は全国2位、平成

17年から10年間の企業本社入超数は全国1位です。来年のラグビーワールドカップ大会、2020年

の東京オリンピック・パラリンピックもこの勢いで盛り上げていきます。

　さて、今年は平成30年という節目の年です。過去を振り返り、先の10年を考えてみたいと思います。

　我が国の生産年齢人口は減り続け10年後はピーク時である平成7年の約8割になることから、今

後、社会における一人一人の価値は高まっていきます。また、10年前のリーマンショックに端を発す

る貧困や格差は重大な社会問題となっています。

　本県においては、「埼玉版ウーマノミクス」の効果もあり、働きたい女性を支える環境が整ってきま

した。さらに、活躍し続けたいシニアの後押しや、健康寿命を延ばす「健康長寿埼玉モデル」の展

開により、誰もが活躍できる埼玉を目指します。

　また、これからは人工知能やロボットなどの普及が加速度的に進みます。そこで今後10年を考える

と、まずは新しい成長産業を創り、稼ぐ力を取り戻すことが重要です。成果が出てきた「先端産業創

造プロジェクト」でさらに実用化や製品化を進め、先端産業企業の集積につなげていきます。

　そして10年後には今の半分の仕事がなくなるという見方もあることを考えると、子どもたちの創造力

を伸ばす教育も重要です。貧困や格差解消の課題に取り組んだ「生活保護世帯の子どもの学習支

援」は埼玉から全国に広がり、「児童養護施設退所者のアフターケア」は進学、就職などで大きな

成果を上げています。

　これからも足元から10年先までをにらんだ本質的な取組を追求し、埼玉の未来を創っていきたいと

思います。

　今年も県政への御理解と御協力をお願い申し上げます。

平成30年知事年頭挨拶

10年先を見通した埼玉づくり
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　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。

　埼玉県民生委員・児童委員、主任児童委員の皆様におかれましては、健やかに新たな年を迎え

られ心よりお慶びを申し上げます。

　昨年は民生委員制度創設100周年・児童委員制度創設70周年の節目となり、各都道府県や

政令指定都市でも記念大会が開催され、全国大会でも多くの同胞が東京ビッグサイトに集い、 

天皇皇后両陛下をお迎えし式典が挙行されました。その時の感激は民生委員活動の想い出に残る

一ページとなりました。

　今年はさらなる100年に向け一歩を踏み出した年でもあります。改選後1年が過ぎ、ベテラン委

員はもとより新任の委員にも日々の活動に新たな目標を定め、充実かつ効率的に取り組んでいただ

ければと思っております。昨年、全国民生委員児童委員連合会で今後10年間の重点方針として策

定された「民生委員制度創設100周年活動強化方策」に取り組み、これからの民生委員・児童

委員活動に関するスローガン「支えあう　住みよい社会　地域から」を糧とし、皆様とともに歩み

を進めて行きましょう。

　超高齢社会と少子化問題は10年の中で最もクローズアップされ、多くの活動時間を費やすこと

になると推測されます。

　子どもの問題は「虐待」をはじめ「いじめ」や「引きこもり」、「貧困」、「育児放棄」など多様な

問題が山積しており、民生委員・児童委員と主任児童委員、さらには教育機関とのスクラムは一層

強固なものにしなければと考えます。子どもを思う時「子どもの権利」を常に念頭に置いて活動して

いただくことを願っています。

　さらに埼玉県の高齢者問題は今後大きなうねりがやってきます。それを乗り越える手立ても、国

を挙げての施策も多岐にわたってきております。

　県民生委員・児童委員協議会や市町村民生委員・児童委員協議会でも高齢者に対する活動を

いろいろな機関・団体との連携を今まで以上密に取りながら進めて行くこととなるでしょう。

　これからも県内全委員のお力とお知恵を結集して、地域における人と人とのつながりを築き、誰

もが住みなれた地域で安心、安全な自立した生活がおくれる社会の実現に向けて努力してまいり

たいと存じますので、なお一層のご支援、ご協力をお願いいたします。

　結びに今年1年、各市町村民生委員・児童委員協議会のさらなる発展と、委員お一人おひとり

のご活躍とご健康を心よりご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

平成30年会長年頭挨拶

100年の歴史を次の100年に
一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会
� 会　長　大�谷　富�夫
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平
成
29
年
度  

主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

　

平
成
29
年
11
月
20
日
（
月
）

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

「
大
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
県

内
の
主
任
児
童
委
員
、
各
市
町

村
民
児
協
会
長
又
は
副
会
長
及

び
児
童
関
係
部
会
長
等
の

４
９
６
名
が
参
加
し
、「
平
成

29
年
度
主
任
児
童
委
員
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
会
主

任
児
童
委
員
会
に
お
い
て
企

画
・
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
、「
発
達
障
害
に
つ
い
て

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
発

達
障
害
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
、
日
頃
の
支
援
活

動
が
一
層
、
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

◇
発
達
障
害
と
は

　
「
発
達
障
害
と
は
、
自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の

他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習

障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能

の
障
害
で
そ
の
症
状
が
通
常
低

年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
。

発
達
障
害
者
と
は
、
発
達
障
害

及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
日
常

生
活
・
社
会
生
活
に
制
限
を
受

け
る
者
」
と
発
達
障
害
者
支
援

法
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

講 

義

「
発
達
障
害
の
基
礎
理

解
に
つ
い
て　
―
正
し

い
知
識
と
支
援
活
動
を

学
ぶ
―
」

《
講
師
》

　
埼
玉
県
発
達
障
害
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
支
援
担
当
部
長



鈴
木
　
久
美
子
　
氏

場
合
は
気

付
く
の
が

遅
く
な
り

ま
す
。
気

付
き
が
遅

く
れ
る
こ

と
で
、
親

は
し
つ
け

が
な
っ
て

い
な
い
な

ど
と
誤
解

を
受
け
、

育
児
に
自

信
を
な
く

し
、
子
ど

も
が
か
わ

い
い
と
思

え
な
く
な

り
、
虐
待

に
つ
な
が

る
リ
ス
ク

も
あ
り
ま

す
。

③
障
害
か
ど
う
か
の
境
界
が
明
確
で
な
い

　

障
害
が
「
あ
る
」
状
態
か
ら

「
な
い
」
状
態
ま
で
連
続
体
で

存
在
し
て
い
る
障
害
で
す
。

　

早
期
に
気
付
く
場
合
は
、
知

的
な
遅
れ
を
伴
う
こ
と
が
多

く
、
１
歳
６
ヶ
月
や
３
歳
の
健

診
で
言
葉
の
お
く
れ
や
保
育
所

や
幼
稚
園
で
集
団
生
活
に
馴
染

め
な
い
こ
と
か
ら
気
付
く
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
成
人
と

◇
発
達
障
害
の
特
徴

①
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
多
い

　

平
成
24
年
の
文
部
科
学
省
の

調
査
で
は
、
小
・
中
学
校
の
通

常
学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
特
別
な
教
育

的
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
の
割

合
は
６
．
５
％
と
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

②
外
見
か
ら
は
問
題
が
わ
か
り
に
く
い

　

障
害
の
程
度
が
重
い
場
合
は

早
期
に
気
付
き
ま
す
が
、
軽
い

な
っ
て
か
ら
は
就
職
で
き
な

か
っ
た
り
、
仕
事
が
長
続
き
し

な
い
こ
と
か
ら
、
気
付
く
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
場
合
は
、
結
婚
し
て
か
ら
家

事
や
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
で
気
付
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

④
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
外

見
上
良
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ

た
り
す
る
障
害

　

発
達
障
害
の
特
性
自
体
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
で
担
任

の
先
生
や
職
場
の
上
司
が
代
わ

る
と
落
ち
着
か
な
く
な
っ
た
り
、

逆
に
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
家
族
的
背
景
を
持
つ
こ
と
も

あ
る
障
害

　

欧
米
の
研
究
で
は
、
お
子
さ

ん
に
発
達
障
害
が
あ
っ
た
場

合
、
兄
弟
や
両
親
、
祖
父
母
に

発
達
障
害
が
存
在
す
る
可
能
性

も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
族
の
誰
か

が
気
付
い
た
と
し

て
も
「
自
分
と
似

て
い
る
」
と
考
え

て
、
支
援
に
繋
が

る
こ
と
が
遅
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
も
し
、
保
護

者
に
も
発
達
障
害

の
特
性
が
あ
る
か

な
と
思
っ
た
場
合

は
具
体
的
に
、
端

的
な
短
い
言
葉
で

伝
え
て
い
た
だ
く

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う

ま
く
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑥
幾
つ
か
の
発
達
障
害
が
重
複

し
て
い
る
こ
と
も
多
い

　

こ
だ
わ
り
が
あ
り
集
団
に
馴

染
め
な
い
自
閉
症
の
症
状
で
受

診
し
て
も
、
学
習
障
害
や
、
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
の
症
状
が

重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
あ

り
ま
す
。
起
こ
っ
て
い
る
問
題

を
特
定
の
発
達
障
害
の
特
性
の

み
に
結
び
つ
け
て
支
援
す
る
の

は
難
し
い
障
害
で
す
。

◇
早
期
発
見
・
早
期
支
援
の
必
要
性

　

早
期
に
支
援
を
受
け
る
こ
と

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
家
族

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

日
常
生
活
の
ス
キ
ル
の
発
達
が

促
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
安
心

委員長挨拶
県民児協  主任児童委員会
委員長　大場　玲子

主催者挨拶（会長代理）
県民児協

副会長　篠原　敏夫

※
社
会
的
障
壁
は
個
々
で
異
な
り
ま
す
。

※  

広
汎
性
発
達
障
害
に
は
、レ
ッ
ト
障
害
、

小
児
期
崩
壊
性
障
害
、
特
定
不
能
の
広

汎
性
発
達
障
害
を
含
み
ま
す
。

＜学習障害の一つである、読字障害の見え方の一例＞

「完璧な文章などといったものは存在しない。
完璧な絶望が存在しないようにね。
僕が大学生のころ知り合ったある作家は
僕に向かってそう言った。」

特定非営利活動法人EDGEホームページより

厚生労働省ホームページより

特定非営利活動法人EDGEホームページより 
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し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

一
方
、
発
達
障
害
と
気
付
か

れ
ず
い
つ
も
叱
ら
れ
て
ば
か
り

い
る
と
、
本
人
は
自
分
の
こ
と

を
「
ダ
メ
な
自
分
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
自
尊
心
が
育
た
ち

ま
せ
ん
。
早
期
に
自
分
自
身
の

こ
と
が
理
解
で
き
る
と
メ
ン
タ

ル
面
の
健
全
さ
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

家
族
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
子
ど
も
へ
の
対
応
の
仕
方

を
学
ぶ
こ
と
で
子
ど
も
の
良
い

面
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
す
。
子
育
て
の
ス
ト
レ

ス
も
軽
減
し
、
家
族
全
体
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
向
上
し
ま

す
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
方
が
、
特

性
を
強
み
と
捉
え
て
社
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
早
期
発
見
・
早
期
支
援
が
重

要
で
す
。

◇
二
次
障
害
に
つ
い
て

　

発
達
障
害
の
あ
る
方
は
、
周

り
の
理
解
不
足
に
よ
っ
て
、
否

定
的
な
評
価
や
叱
責
等
が
積
み

重
な
る
と
、
否
定
的
な
自
己
イ

メ
ー
ジ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、

自
尊
心
が
低
下
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
情
緒
不
安
定
（
気
力
が

わ
か
な
い
、
不
安
に
な
り
や
す

い
、
物
事
を
被
害
的
に
捉
え
や

す
い
等
）、
反
抗
的
な
行
動
、

深
刻
な
不
適
応
の
状
態
（
不
登

校
、
ひ
き
こ
も
り
、
自
傷
行
為

等
）
な
ど
の
二
次
障
害
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
早
期
発
見
・
早
期
支
援
の
実
際

　

市
町
村
で
は
乳
幼
児
健
康
診

査
に
お
い
て
発
達
障
害
に
特
化

し
た
問
診
の
導
入
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
や
保
育
所
、
幼

稚
園
で
発
達
障
害
が
疑
わ
れ
た

お
子
さ
ん
は
、
市
町
村
で
実
施

し
て
い
る
「
発
達
相
談
」
や

「
親
子
教
室
」「
こ
と
ば
の
教

室
」
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の

後
、
も
う
少
し
専
門
的
な
支
援

が
必
要
と
な
る
と
、
就
学
前
の

子
ど
も
に
療
育
を
行
う
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
発
達

支
援
事
業
所
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

小
学
校
で
発
達
障
害
に
気
付

い
た
場
合
は
、
ま
ず
、
お
子
さ

ん
の
所
属
す
る
小
学
校
や
市
町

村
の
教
育
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委

員
会
）
で
支
援
が
始
ま
り
ま

す
。
利
用
で
き
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口

は
市
町
村
で
す
。
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
医
療
機
関

の
診
断
書
が
必
要
な
た
め
、
医

療
機
関
に
繋
が
っ
て
い
る
方
も

多
い
で
す
。
医
療
機
関
で
は
、

発
達
障
害
の
診
断
と
治
療
（
発

達
障
害
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保

護
者
・
本
人
へ
の
対
応
方
法
の

助
言
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
専

門
職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
、
薬
に

よ
る
治
療
な
ど
）
を
行
い
ま

す
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、

予
約
か
ら
初
診
ま
で
に
数
か
月

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
発
達
障
害
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
達
障

害
の
診
療
が
で
き
る
医
療
機
関

リ
ス
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ど
の
よ
う
な
支
援
を
利
用
す

る
か
は
、
お
子
さ
ん
の
状
態
や

家
庭
の
状
況
を
考
慮
し
て
決
め

て
い
き
ま
す
。
発
達
障
害
の
お

子
さ
ん
は
疲
れ
や
す
い
の
で
、

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間

も
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
と
考
え
る
保
護
者
の
方

は
、
子
ど
も
の
発
達
障
害
を
受

け
入
れ
で
き
て
い
る
（
で
き
始

め
て
い
る
）
方
で
す
。
し
か

し
、
な
か
に
は
市
町
村
等
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
も
繋

が
り
に
く
い
方
も
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
は
、
保
育
所
や

幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
普
段
お

子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
お
子
さ
ん
の
特
性
を
踏
ま
え

て
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

県
で
は
、
今
年
一
月
に
本
県

の
発
達
障
害
支
援
の
拠
点
と
し

て
、
さ
い
た
ま
新
都
心
に
発
達

障
害
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
で
は
、

発
達
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
や

保
護
者
の
方
が
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
適
切
な
支
援
が
で
き

る
人
材
の
育
成
を
中
心
に
親
へ

の
支
援
や
市
町
村
等
へ
の
地
域

支
援
、
県
民
の
方
か
ら
の
相
談

の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
主
任
児
童
委
員
、民
生
委
員・

児
童
委
員
に
期
待
す
る
こ
と

①
発
達
障
害
を
正
し
く
理
解
し

て
く
だ
さ
い
。

②
保
護
者
の
子
育
て
の
苦
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
話
を
傾
聴
し
て
く

だ
さ
い
。
同
感
で
き
な
い
よ
う

な
話
が
出
て
き
た
ら
、「
あ
な

た
は
そ
う
思
っ
て
い
る（
感
じ
て

い
る
）の
で
す
ね
」
の
よ
う
に
共

感
し
て
聴
き
、
保
護
者
に
寄
り

添
う
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
地
域
で
の
つ
な
ぎ
先
と
な
る

支
援
者
（
保
健
師
な
ど
）
を
確

認
し
て
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
き
、
相
談
し
な
が
ら
保
護
者

に
対
応
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

④
主
任
児
童
委
員
、
民
生
委
員・

児
童
委
員
の
皆
様
が
地
域
の
活

動
に
お
い
て
気
付
い
た
こ
と
が

相
談
や
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
強
み

で
あ
る
生
活
者
の
視
点
で
地
域

情
報
を
活
か
し
な
が
ら
支
援
や

配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発達障害の支援は、ライフステージを
通じて一貫した支援が大切です。その
ためのツールとして埼玉県ではサポー
ト手帳を作成

※  県内（さいたま市を除く）の市町村
窓口で希望者に配布しています

○サポートカード
医療機関受診などの
生活場面で適切な配
慮 が 得 ら れ る よ う、
障害特性や配慮が必
要 な 点 を 記 載 す る
カード

○サポート手帳
乳幼児期から成人期
まで一貫した支援が
受けられるよう、生
育歴や相談歴などを
綴じ込むファイル

講義の様子

◇質疑応答
Q1 　発達障害の原因は何ですか？

　治療方法はありますか？
A1 　原因は現時点ではわかっていません。そのため、根本的な治療

方法はまだありません。しかし、周囲の人の対応や環境が良いと
本人は活動や行動がしやすくなります。周囲の人の理解と配慮、
環境調整がとても大切です。
　なお、二次障害により、うつ病など精神面に不調を来した場合
は、精神科での治療対象になります。

Q2 　保護者が障害を認めていない場合の対応について
A2 　まず、子育ての苦労をねぎらい共感して話を聴いてください。

　保護者はわが子の発達の問題にうすうす気づいていてもそれを
認めたくない、だから支援なんて受けたくないと思う時期があり
ます。
　それでも、徐々に子どもが幸せに生きていくために親として何
ができるかを考えるようになり、発達障害について勉強しよう、
支援を受けてみようかと考えるようになってきます。いつこのよ
うに思えるかはケースバイケースです。
　障害を認めない保護者に支援を提案しなければならないような
場合は、支援者である専門職が対応します。主任児童委員、民生
委員・児童委員の皆様には焦らず、急がず、見守る支援をお願い
します。
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県民児協 児童委員制度創設70周年記念事業

「訪問カード」をご活用ください!
　県民児協主任児童委員会において、主に児童委員活動の際に活用いただける「訪問カード」を作成しました。

◆小さな手を大きな手で包み込むイラストで、
　  あたたかさを表現しながら、地域には児童委員

という相談相手が身近にいることを伝えます。
 ※原寸大

二つ折りにすると名刺サイズになります

◆  「困りごと、悩みごと」の例えをいくつ
か挙げて、どんなことを相談できるのか
伝えます。

◆  地域の担当者（区域担当児童委員、主任
児童委員）の氏名を記入できます。また、
メッセージ欄としても利用できます。

◆  身分証明、個人情報保護について記載し
ています。

◆  主任児童委員について紹介しています。

◆  児童委員、主任児童委員のPRと、安心感を懐いていた
だけるように活動内容の紹介をしています。

◆  オレンジリボンは「子ども虐待防止運動」のロゴです
（商標登録されています）。

○  地域、学校、子育てサロン等において児童委員・主任
児童委員のPR活動に

○  乳幼児などのいる家庭への訪問活動では、名刺代わり・
メッセージカードとして

例えば…

内側は

※各市町村にデータを提供しています
ので、活用される際は市町村民児協
事務局へお問い合わせください。
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平
成
29
年
度

 
第
77
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
各
都
県
市
か
ら

３
４
５
名
の
民
生
委
員
が
参
加
し

て
、
第
77
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生

委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会

が
新
潟
県
湯
沢
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
会
長
の
得
能
金
市

氏
か
ら
開
会
挨
拶
の
後
、
全
体
会

に
お
い
て
前
年
度
研
究
協
議
会
概

要
報
告
と
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

民
生
部
長
の
池
上
実
氏
か
ら
「
民

生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を

迎
え
て
」
に
つ
い
て
基
調
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
の
藤
田
市
男
氏
よ
り
「『
心

配
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
』
と
い

う
こ
と
」
と
題
し
た
記
念
講

演
が
あ
り
、
夕
食
時
に
は
情

報
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
４
つ
の
分
科

会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
実
践
報

告
お
よ
び
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

埼
玉
県
を
代
表
し
て
、
本

会
副
会
長
（
東
松
山
市
民
児

協
会
長
）
の
篠
原
敏
夫
氏
が

「
地
域
の
つ
な
が
り
、
地
域
の

力
を
高
め
る
た
め
に
～
地
域

の
様
々
な
関
係
者
と
の
連
携

や
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
～
」
と
題
し
て
、
東
松

山
市
民
児
協
連
合
会
お
よ
び

 

瑞
宝
双
光
章

【
郵
政
事
業
功
労
】（
春
）

　

越
谷
市　

臼
倉　

譽
治

【
教
育
功
労
】（
春
）

　

越
谷
市　

野
口　

淳
一

瑞
宝
単
光
章

【
民
生
委
員
功
労
】

　

新
座
市　

丸
山
ト
モ
子（
春
）

　

川
越
市　

福
田　

辰
巳（
秋
） ※
元
職

 

藍
綬
褒
章

【
民
生
委
員
功
労
】

　

新
座
市　
　

石
原　

秀
子（
春
）

　

富
士
見
市　

吉
田　

京
子（
秋
）

 

瑞
宝
双
光
章

【
警
察
功
労
】（
春
）

　

越
谷
市　

三
井
公
太
郎

【
防
衛
功
労
】

　

熊
谷
市　

金
子　

健
一
（
春
）

　

越
谷
市　

成
田　

光
義
（
秋
）

 【
経
験
年
数
40
年
以
上
】

　

春
日
部
市　

鈴
木　

浩
子

春
秋
叙
勲
受
章
者

春
秋
褒
章
受
章
者

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
記
念

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

【
経
験
年
数
30
年
以
上
】

　

本
庄
市　

齋
藤　

京
子

　

所
沢
市　

木
持　

弘
年

　

川
口
市　

山
野　

雅
代

　

横
瀬
町　

町
田　

和
敬

　

越
谷
市　

前
原　

芳
子

　

越
谷
市　

今
井　

君
枝

 【
民
生
委
員
功
労
】

　

熊
谷
市　
　
　

寺
田　

治
子

　

川
口
市　
　
　

厚
川　

葉
子

　

草
加
市　
　
　

川
上　
　

登

　

入
間
市　
　
　

大
山　

久
子

　

久
喜
市　
　
　

長
谷
川
朱
實

　

久
喜
市　
　
　

武
井
南
海
子

　

川
越
市　
　
　

磯
部　

郁
子

　

川
越
市　
　
　

西
村　

雅
子

　

越
谷
市　
　
　

田
中　

忠
雄

　

越
谷
市　
　
　

岩
淵　

秀
一

　

さ
い
た
ま
市　

天
野　

政
則

　

さ
い
た
ま
市　

奥
田　

由
江

　

さ
い
た
ま
市　

橋
本　

廣
子

【
民
生
委
員
優
良
活
動
団
体
表
彰
】

　

  

ふ
じ
み
野
市
南
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会

　

  「
使
わ
な
く
な
っ
た
衣
類
な
ど
を
各
委

員
か
ら
集
め
、
そ
れ
を
裁
断
し
て
、

布
切
れ
を
作
り
、
市
内
の
高
齢
者
施

設
に
寄
付
を
す
る
活
動
／
10
年
以
上
」

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
表
彰
】

　

  

白
岡
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平
成
29
年
度
各
種
表
彰
受
章
者
等
の
紹
介
（
敬
称
略
）

埼
玉
県
民
児
協
の
取
り
組
み
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
見
つ

め
な
が
ら
見
守
り
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
指
し
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ

ビ
ー
訪
問
」「
子
ど
も
見
守
り
隊
」

「
サ
ロ
ン
活
動
」「
安
心
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、

住
民
の
警
戒
心
の
高
ま
り
、
民
生

委
員
活
動
の
み
で
は
以
前
よ
り
情

報
が
集
め
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
見
え
て
き

た
た
め
、
ま
ず
「
地
域
に
は
こ
う

い
う
人
た
ち
が
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
周
知

活
動
は
重
要
で
あ
る
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

開
催
日
：
平
成
29
年
９
月
28
・
29
日

場　

所
：
新
潟
県
湯
沢
町
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」

本
県
参
加
者
：
12
名
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全
国
か
ら
民
生
委
員
約
１
４
０

名
が
集
う
標
記
研
修
会
に
、
参
加

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
講
師
を
務

め
る
元
梅
花
女
子
大
学
准
教
授
の

植
田
寿
之
先
生
か
ら
、「
講
義
１　

相
談
援
助
の
視
点
と
態
度
」
が
行

わ
れ
、
①
暮
ら
し
を
支
え
る
視
点
、

②
援
助
の
基
本
的
態
度
、
③
人
間

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
態
度
と
題

し
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
実
践
演
習
に
入
り
、「
相
談
・

支
援
活
動
の
ポ
イ
ン
ト（
基
礎
編
）」

の
研
修
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
各

テ
ー
マ
毎
に
課
題
が
与
え
ら
れ
、

グ
ル
ー
プ
討
議
形
式
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

テ
ー
マ
１
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」

で
は
、
い
か
に
相
談
相
手
の
警
戒

を
解
く
か
、
大
変
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
切
り
出
せ

ば
よ
い
か
？
相
手
の
警
戒
を
解
い

て
、
安
心
し
て
相
談
を
持
ち
か
け

て
も
ら
え
る
良
い
関
係
性
を
築
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
支
援
制
度
を
紹
介
し
よ
う

と
焦
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
。

テ
ー
マ
2
「
相
手
の
立
場
に
立
つ
」

で
は
、
相
手
の
耳
が
遠
い
の
で
、

家
の
外
で
大
き
な
声
で
話
し
か
け

た
た
め
、
警
戒
（
近
所
の
人
に
話

を
聞
か
れ
た
く
な
い
）
さ
れ
、
嫌

が
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
の

見
解
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

も
う
一
つ
の
事
例
は
、
ひ
と
り
親

（
男
性
）
家
庭
を
訪
ね
た
場
合
、
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
を

伝
え
よ
う
と
焦
り
過
ぎ
て
、
訪
問

を
拒
否
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
ま
ず
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
。

テ
ー
マ
3
「
相
手
の
思
い
を
受
け

止
め
る
」
で
は
、
民
生
委
員
の
相

談
者
に
対
す
る
配
慮
が
欠
け
て
い

る
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
福
祉
の
担
当
者
の
ご
と
く
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
て
拒

絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
例
で
は
、

十
分
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

も
う
一
つ
の
事
例
で
は
、「
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
男
性
を
寂
し
い
と
決

め
つ
け
ず
に
、
ど
う
す
れ
ば
よ

か
っ
た
の
か
」
の
問
い
に
対
し
、

相
手
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
引
き

出
す
た
め
に
は
、
相
談
者
の
多
く

が
抱
え
て
い
る
何
ら
か
の
不
安
や

葛
藤
を
、
素
直
に
話
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
ま
ず
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
か
ら
始
め
、
相
談
者
が
何
を

望
ん
で
い
る
か
丁
寧
に
話
を
聞
き
、

ど
ん
な
場
合
で
も
相
手
の
立
場
を

理
解
し
、
意
思
を
確
認
す
る
姿
勢

を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
焦

り
は
禁
物
で
あ
る
こ
と
を
今
回
の

研
修
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
日
目
か
ら
グ
ル
ー
プ

形
式
で
、
私
は
、
宮
城
県
、
和
歌

山
県
、
鹿
児
島
県
、
浜
松
市
、
広

島
市
の
委
員
と
一
緒
に
意
見
交
換

を
交
え
な
が
ら
充
実
し
た
研
修
で

し
た
。

　

こ
の
研
修
の
経
験
を
日
々
の
活

動
に
活
か
す
と
同
時
に
、
各
民
児

協
の
研
修
会
に
是
非
取
り
入
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
主
任
児
童
委
員
に
な
り
、

三
期
７
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
全

国
研
修
会
は
初
め
て
と
い
う
こ
と

で
心
細
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
場
へ
向
か
う
途
中
で

秋
田
県
の
委
員
の
方
と
一
緒
に
な

り
研
修
前
の
束
の
間
、
活
動
に
つ

い
て
話
を
聞
く
う
ち
に
地
域
を
越

え
て
意
見
交
換
が
で
き
る
良
い
機

会
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

研
修
１
日
目
は
、
厚
生
労
働
省

子
ど
も
家
庭
局
に
よ
る
行
政
説
明
、

明
治
学
院
大
学
の
松
原
康
雄
学
長

に
よ
る
「
子
育
て
を
応
援
す
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
に
～
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
の
役
割
～
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
義
と
、「
学
校
と

の
連
携
を
進
め
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

し
た
。
委
員
と
し
て
の
役
割
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
活
動
の
幅
を

広
げ
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
具
体
的
な

話
を
交
え
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
例
を
挙
げ
て
言
え
ば
、
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
の
埼
玉
県
川
島
町
立

中
山
小
学
校
の
笛
木
校
長
の
お
話

し
に
あ
り
ま
し
た
、
就
学
時
健
診

な
ど
を
利
用
し
て
紹
介
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
す
ぐ
に
で
も
取
り
組

め
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
委
員
と
し
て
顔
を
覚
え

て
も
ら
い
、
普
段
か
ら
話
し
や
す

い
体
制
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て
、

学
校
な
ど
関
係
機
関
と
の
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
話
し
合
い

を
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
抱
え
る
悩
み
や
関
係
機
関
と

の
距
離
感
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
連

携
が
取
れ
、
児
童
の
ニ
ー
ズ
を
点

で
な
く
地
域
全
体
で
支
え
て
い
け

る
の
か
を
考
え
、
委
員
と
し
て
は

継
続
的
な
活
動
を
心
が
け
る
中
で

住
み
や
す
い
街
に
な
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

夜
遅
く
ま
で
交
流
を
深
め
た
委

員
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
運
営
事
務
局
、
会
場
関

係
者
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
日
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

【
期
日
】
8
月
21
日
～
8
月
22
日

【
場
所
】
神
奈
川
県
横
浜
市

【
本
県
参
加
者
】
４
名

【
期
日
】
９
月
14
日
～
15
日

【
場
所
】
千
葉
県
千
葉
市

【
本
県
参
加
者
】
12
名

平
成
29
年
度

「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
た
め
の

�

相
談
技
法
研
修
会
」

平
成
29
年
度

「
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会

（
東
日
本
）」

「
焦
ら
ず
、傾
聴
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

「
児
童
を
地
域
全
体
で
支
え
る
た
め
に
」

全
国
研
修
会
参
加
報
告

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

滑川町民児協
会長

小林　悟

越生町民児協
主任児童委員
川崎　清美
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平成29年度生活福祉資金貸付制度説明会の開催

　平成29年12月4日（月）、埼玉会館小ホール（さいたま市）において、埼玉県内の各市町村で活動され
ている民生委員約240名の参加をいただき、埼玉県社会福祉協議会との共催により、「生活福祉資金貸付
制度説明会」を実施しました。
　はじめに、「生活福祉資金貸付制度を取り巻く現状と課題」と題して、生活保護世帯の増加や子どもの
貧困が深刻化している社会状況において、生活福祉資金貸付事業は、民生委員にとって重要な意味を有
する活動であることを確認しました。また、平成27年4月に施行された、生活困窮者自立支援制度におけ
る相談機関とのさらなる連携、加えて、他制度優先の原則が見直され、増加傾向にある教育支援資金に
ついてなど、制度を取り巻く情勢について説明がありました。
　続いて、「生活福祉資金貸付制度における民生委員の役割と期待」と題して、貸付の要件や対象、資金
種類などの説明とともに、相談・支援活動のポイントについて、演習を交えながら説明があり、理解を
深めました。
　生活福祉資金貸付制度を利用する世帯は、経済的な要因だけでなく、様々な要因から生活課題を抱え
ていることが多く見受けられます。民生委員は、「住民の身近な相談相手」、「地域の見守り役」として、
生活課題を抱える住民に寄り添う活動をしており、こうした世帯はまさに民生委員の支援の対象です。
　また、生活福祉資金貸付制度の成り立ちは、戦後の民生委員による世帯更生運動が原点となっている
ことからも、困窮世帯の自立に向けて民生委員と社会福祉協議会が連携・協力していくことが重要であ
ると言えます。
　説明会の終了後には、関東財務局理財部から、昨今ニュースでも取り上げられている「特殊詐欺被害」
の現状やその防止のための、情報提供がありました。
　サロン活動や見守り・訪問活動といった、日々の民生委員活動の中で「気になる世帯への情報提供」
や「制度の周知」を図り、社会福祉協議会などの専門機関への「つなぎ役」を担うことが期待されてい
ることを、改めて確認する機会となりました。

開催にあたり挨拶をされる大谷会長説明会の様子
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地
域
訪
問
活
動
や
地
域
サ
ロ
ン
、
見

守
り
活
動
を
す
る
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
や
活
動
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、

部
会
ご
と
に
集
ま
る
機
会
や
定
例
会
運

営
時
な
ど
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
築
か
れ
、
民

生
委
員
活
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
歳
末

慰
問
品
の
配
布
や
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
旅
行
へ
の
協
力
、

定
期
的
な
心
配
ご
と
相
談
窓
口
の
開
設

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
の
お
宅
を
訪

問
す
る
地
域
訪
問
活
動
で

は
、
各
地
区
担
当
の
民
生

委
員
が
同
行
す
る
こ
と

で
、
担
当
地
区
内
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
対
象
者
と
の

面
識
も
確
保
で
き
る
た

め
、
普
段
の
見
守
り
活
動

に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お

り
民
生
委
員
同
志
が
何
で

も
相
談
で
き
る
雰
囲
気
を

心
が
け
、
地
域
住
民
か
ら

も
気
軽
に
相
談
さ
れ
る
民

生
委
員
と
し
て
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
　

宮
代
町
は
、
人
口
３
３
，

８
４
０
人
、
世
帯
数
１
４
，

５
３
１
世
帯
で
す
。
高
齢

化
率
は
30
・
９
％
で
緩
や

か
な
上
昇
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

宮
代
町
民
児
協
で
は
、

生
活
福
祉
部
会
、
高
齢
者

福
祉
部
会
、
障
が
い
福
祉

部
会
、
児
童
母
子
福
祉
部

会
、
広
報
部
会
の
５
つ
の

専
門
部
会
を
編
成
し
、
各

部
会
が
自
主
的
に
訪
問
や

視
察
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

部
会
活
動
と
は
別
に
年

間
10
回
の
定
例
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
例
会
の
内

容
を
検
討
す
る
際
に
は
、

会
長
、
副
会
長
、
男
女
共

同
参
画
代
表
、
各
部
会
長

で
組
織
す
る
役
員
会
を
開

催
し
、
各
部
会
で
検
討
し

た
講
演
や
研
修
の
内
容
を

持
ち
寄
っ
て
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

定
例
会
で
は
、
民
生
委

員
と
し
て
の
疑
問
解
決
や

知
識
の
習
得
な
ど
、
多
種

多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
内
容
を

意
識
し
て
企
画
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
の
内
容
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
と
の
地
域

で
の
関
わ
り
、
更
生
保
護

と
保
護
司
活
動
、
避
難
行

動
要
支
援
者
制
度
、
町
子

育
て
ひ
ろ
ば
事
業
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
概
要
、
部
会
別

グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
２
回
の
視
察

研
修
と
し
て
は
、
国
立
ハ

ン
セ
ン
病
資
料
館
、
盲
導

犬
の
里
富
士
ハ
ー
ネ
ス
を

視
察
し
識
見
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
定
例
会
の
実

施
運
営
は
、
各
部
会
が
順

番
に
担
当
し
、
事
前
に
集

ま
り
資
料
を
作
成
し
、
当

日
は
、
受
付
や
資
料
配
布

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
例
会
の
進
行
は
、
役
員

が
行
い
、
事
務
局
か
ら
は
、

事
務
連
絡
や
情
報
提
供
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮
代
町
民
児
協
の
運
営

 

〜
民
生
委
員
に
よ
る
民
生
委
員
の
た
め
の
定
例
会
〜

第 5 回

宮代町民児協 民生委員 主任児童委員
50名 3名

グループ討議の風景

宮 代 町
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て
き
た
年
中
行
事
で
す

が
、
力
仕
事
が
多
く
、

高
齢
化
や
女
性
委
員
が

増
加
し
て
い
く
な
か
、

い
つ
ま
で
継
続
で
き
る

か
？
以
前
の
お
昼
弁
当

付
き
の
一
日
行
事
か
ら

半
日
イ
ベ
ン
ト
に
す
る

な
ど
負
担
を
軽
減
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

発
信
し
、
行
動
し
て

民
児
協
活
動
を
し
っ
か

り
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
我
々
の
日
ご
ろ

の
活
動
を
や
り
易
く
す

る
だ
け
で
な
く
、
次
の

委
員
の
候
補
者
を
育
ん

で
行
く
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
　

昔
な
が
ら
の
田
園
風
景
と
Ｊ
Ｒ
東
所

沢
駅
周
辺
を
中
心
と
し
て
の
都
会
化
し

た
町
の
二
面
性
を
持
つ
柳
瀬
地
区
は「
発

信
す
る
民
児
協
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

一
．  
民
生
委
員
か
ら
発
す
る
か
わ
ら
版

「
こ
ん
に
ち
は
民
生
委
員
で
す
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
さ
な
通
信
は
、
地
域
内
住
民

へ
の
民
生
委
員
の
存
在
と
活
動
の
広
報

誌
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
最
近
地
区
内

の
町
内
会
の
許
可
を
得
て
町
内
回
覧
板

の
中
に
挟
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

民
生
委
員
が
毎
月
、
訪
問
す
る
際
の

手
渡
し
ツ
ー
ル
と
し
て
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
掲
載
内
容
の
「
脳
力

ア
ッ
プ
」
は
、
お
年
寄
り
の
頭
の
体
操

と
し
て
心
待
ち
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
人
も
あ
り
ま
す
。

二
．
も
う
一
つ
の
特
別
な
活
動
は

　
　
「
竹
炭
教
室
」
で
す
。

　

地
域
内
に
あ
る
２
つ
の
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
地
元
有
志
の
農

地
に
ド
ラ
ム
缶
の
窯
を
四
基
設
置
し
、

子
ど
も
た
ち
に
竹
の
窯
入
れ
作
業
、
火

付
け
作
業
、
火
の
管
理
、
火
口
閉
じ
（
蒸

し
焼
き
状
態
に
な
り
、
煙
の
色
が
白
か

ら
紫
そ
し
て
無
色
に
な
り
煙
突
を
閉
鎖

し
全
体
を
土
で
覆
い
隠
し
て
い
く
様
子
）

を
体
験
さ
せ
ま
す
。

　

一
方
で
、
前
日
か
ら
仕
込
ん
で
お
い

た
一
つ
の
窯
を
掘
り
起
こ
し
て
、
中
の

竹
炭
を
取
り
出
す
作
業
も
子
ど
も
た
ち

が
や
り
ま
す
。

　

焚
火
な
ど
し
な
い
今
日
、
火
を
燃
や

し
た
り
、
炭
に
触
っ
た
り
で
き
る
貴
重

な
体
験
が
で
き
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

竹
炭
作
業
の
間
に
、
同
じ
竹
で
作
っ

た
竹
馬
、
竹
ト
ン
ボ
な
ど
昔
懐
か
し
い

竹
細
工
の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

作
業
の
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
傍
の

大
釜
で
蒸
し
て
い
た
、
さ
つ
ま
芋
が
で

き
あ
が
っ
て
お
り
、
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
地
元
の
ミ
カ
ン
や
柿
を
み
ん
な
で

頬
張
っ
て
教
室
を
終
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
竹
炭
教
室
の
下
準
備
作
業
も
大

変
で
す
。
夏
の
終
わ
り
こ
ろ
地
元
の
竹

藪
で
竹
の
伐
採
は
、
や
ぶ
蚊
と
の
闘
い

で
も
あ
り
ま
す
。
20
ｍ
は
あ
ろ
う
か
と

い
う
真
竹
を
切
り
出
し
て
窯
に
入
る
よ

う
に
40
㎝
位
に
そ
ろ
え
竹
割
工
具
で
わ

り
、
秋
ま
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　

柳
瀬
地
区
民
児
協
の
一
大
行
事
「
竹

炭
教
室
」
は
今
年
で
18
回
と
な
り
ま
す
。

先
輩
委
員
が
つ
な
い
で
来
ら
れ
定
着
し

発
信
す
る
民
児
協
！

 

〜
か
わ
ら
版
と
竹
炭
教
室
〜

所沢市
柳瀬地区民児協

民生委員 主任児童委員
23名 2名

※所沢市14地区民児協の中で、最も小さい地区です。

「お変わりありませんか？」と、
呼びかけます

煙突から立ち上る煙の色が変ってきます

子どもたちも一緒に窯入れ作業

竹採取は力仕事です！

所 沢 市
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330-
0075

No.
155

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

県民児協の予定平成30年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（熊谷市　寺田　治子）

編集後記
　あけましておめでとうございます。
　昨年は民生委員制度創設１００周年の記念の年でした。先人達の
精神を受け継ぎ１０１年目を歩み始めました。
　地域共生社会の実現に向け動き始めた現在、地域における民生
委員はさらに頼られる存在になるのではないでしょうか。私たちは、
これからも地域住民の方が住み慣れた所で自分らしく生き生きと
安心して生活できるよう寄り添い、見守っていければと思います。
　今号１５５号の“埼玉県民児協だより”も県民児協の顔である広報
誌として足跡を刻み、皆さまにお届けすることができました。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。　

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

　民生委員の委嘱を受けて初めての活動は、高齢者世帯や一人暮らしの高齢者のお宅を訪問することでした。
　前任委員の方の都合で任期途中からの活動で、まず民生委員が交代したことをお知らせしながらの訪問でし
た。
　訪問する時に、お花の写真と私のメッセージを添えて訪問しました。初めて訪問するお宅が多かったのです
が、お花の写真は大変好評を得て、皆さんに喜んでいただき、お花の名前で会話も広がりました。
　前任委員の方には、知的障害の息子のことで大変お世話になり、いろいろと相談させていただきました。こう
した地域に理解していただける民生委員がいらっしゃることで大変心強かったです。
　今、障害のある人を取り巻く福祉制度や支援体制は以前に比べれば格段に整備され、地域的なばらつきはあ
りますが、重い障害のある人も地域で暮らすことができるようになってきました。このような環境を得るまでに
は、民生委員の活動を通して、地域住民の理解があったからだと思います。
　ある日の朝、電話が鳴りました。一人暮らしの高齢者からでした。「すぐに来てください」とのことでしたので、
すぐに向かいました。意識ははっきりしていましたが、体を動かすことができなかったので、すぐに消防署に連絡
し、そのまま付添い病院に同行しました。親族の方にも連絡し、県外からでしたが午後には来てくださいまし
た。対応が早かったこともあり、1ヶ月の入院で退院することができ、現在は親族の方や行政と相談して、地域の
高齢者のグループホームで元気に暮らしています。
　児童・障害・高齢者など地域共生社会の実現に向けて、誰もが安全・安心の暮らしができるよう活動につなげ
ていきたいと思います。民生委員として、困った時のパートナーになれればと思います。

安全・安心の地域づくりのために

15日
19日
19日
23日
24日
24～25日
26日
30日
30日

児童虐待防止サポーター研修（県こども安全課）
共生・共助つながりづくりフォーラム
民生委員・保護司連絡会
さいたま市民生委員大会
児童虐待防止サポーター研修（県こども安全課）
全国児童委員研究協議会
児童虐待防止サポーター研修（県こども安全課）
児童虐待防止サポーター研修（県こども安全課）
社会福祉関係者新年賀詞交歓会

川越市
埼玉会館
埼玉会館
市民会館おおみや
熊谷市
神奈川県横浜市
所沢市
上尾市
さいたま市内

11

1日
1日
2日
6日
12日
20日

全民児連互助共励事業運営委員会
全民児連評議員会
広報委員会
男女共同参画推進セミナー
第145回理事会
第145回評議員会

東京都港区
東京都港区
すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ

33

6日
6日
7日
9日
14～16日
21日
21日

正副会長会議
主任児童委員研修
児童虐待防止サポーター研修（県こども安全課）
主任児童委員研修
全国民生委員指導者研修会
単位民児協会長・副会長研修
児童虐待防止サポーター研修（県こども安全課）

すこやかプラザ
すこやかプラザ
川口市
農業共済会館
神奈川県葉山町
市民会館おおみや
越谷市

22

東松山市高坂地区
民生委員・児童委員

齊藤　三千子 氏「民生委員・児童委員の声」
（平成18年4月1日委嘱）
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